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田
牛
地
区
南
西
部
に
あ
る
タ
ラ

イ
岬
周
辺
の
海
岸
線
は
起
伏
に
富

み
、
波
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
岩

石
が
つ
く
る
美
し
い
風
景
と
多
彩

な
植
物
に
よ
っ
て
下
田
市
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ラ
イ
岬
の
散
策
は
、
富
士
箱

根
伊
豆
国
立
公
園
タ
ラ
イ
岬
歩
道

に
よ
っ
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
遊
歩
道
は
田
牛
海
岸

と
南
伊
豆
町
の
弓
ヶ
浜
海
岸
を
起

点
と
す
る
約
２
・
７
キ
ロ
の
行
程

で
、
歩
き
や
す
い
道
と
標
識
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

タライ岬歩道

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

　

暑
い
暑
い
今
年
の
夏
が
終
わ
り
ま

す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
段
階

で
は
、
ま
だ
夏
の
総
決
算
は
出
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
７
月
中
旬
の
大
雨
、

台
風
４
号
等
の
天
候
不
順
、
末
ま
で

伸
び
た
梅
雨
明
け
宣
言
、
そ
の
後
の

大
雨
・
雷
。
西
伊
豆
方
面
へ
の
玄
関
、

土
肥
の
国
道
崩
壊
。
宇
佐
美
海
水
浴

場
の
サ
メ
出
現
騒
動
と
今
夏
の
伊
豆

半
島
は
、
天
地
異
変
に
振
り
回
さ
れ

ま
し
た
。
き
っ
と
厳
し
い
夏
の
数
字

が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
下
田
の
８
月
は
、
例
年

の
と
お
り
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

住
吉
区
（
田
中
康
雄
区
長
）
と
若
衆

な
ど
を
中
心
と
し
た
住
吉
稲
荷
の
祭

典
が
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。
太
鼓
台

の
巡
行
や
恒
例
の
も
ち
投
げ
が
行
わ

れ
、
私
も
童
心
に
か
え
り
両
手
一
杯

の
も
ち
を
拾
い
楽
し
み
ま
し
た
。
大

横
町
・
伊
勢
町
で
の
「
夕
遊
市
」
で

は
、
歩
行
者
天
国
に
多
く
の
市
民
、

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

日
１３

に
開
か
れ
た
県
知
事
杯
石
廊
崎
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
に
は　

艇
が
参
加
。
真
っ

３４

青
な
海
に
映
え
る
白
い
帆
が
見
事
で

し
た
。
下
田
の
夏
を
雄
壮
に
彩
る
八

幡
神
社
例
大
祭
「
下
田
太
鼓
祭
り
」

は
炎
天
下
、
観
光
客
や
帰
省
客
で
に

ぎ
わ
う
市
街
地
を
祭
り
の
熱
気
に
包

み
ま
し
た
。
特
に
若
衆
が
掛
け
声
と

と
も
に
御
道
具　

体
を
力
で
組
み
上

１１

げ
る
太
鼓
橋
に
は
、
沿
道
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

盆
踊
り
も
各
地
で
行
わ
れ
、
中
、
西

本
郷
の
盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
地
域

の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。
特
に
、
荒
れ
た
状
態
だ
っ
た

 「
小
山
田
公
園
」
は
、
萩
原
英
機
区
長

の
掛
け
声
で
遊
具
や
ベ
ン
チ
の
ペ
ン

キ
塗
り
が
さ
れ
、
花
壇
に
は
区
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
多
く
の
花
々
が

植
え
ら
れ
、
見
違
え
る
程
き
れ
い
な

公
園
と
な
り
、
ま
さ
に
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
ど
お
り
�
み
ん
な
で
つ
な
ご

う
踊
り
の
輪
、
心
の
輪
�
を
区
民
の

協
力
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
圧

巻
は
豪
快
な
カ
ジ
キ
釣
り
を
気
軽
に

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て

い
た
「
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
フ
ェ
ス

タ
・
イ
ン
下
田
２
０
０
７
」
の
最
終

日
。
な
ん
と
１
２
０
本
の
ヒ
ッ
ト
、

　

本
の
釣
果
（
う
ち　

本
を
タ
グ
＆

２９

１８

リ
リ
ー
ス
）
最
大
は
１
４
３
キ
ロ
の

ク
ロ
カ
ジ
キ
で
、
入
れ
食
い
の
状
態

だ
っ
た
と
参
加
者
は
全
員
に
こ
に
こ

顔
。
主
催
し
た
市
民
に
よ
る
「
街
お

こ
し
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
努
力
が

報
わ
れ
た
日
で
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
荒
天
の
た
め
順
延
さ
れ
て
い
た

「
白
浜
海
の
祭
典
」
の
花
火
。
久
し

ぶ
り
に
砂
浜
に
座
り
見
学
し
ま
し
た

が
、
海
上
ス
タ
ー
マ
イ
ン
は
見
事
で

あ
り
感
動
し
ま
し
た
。
下
田
は
す
ば

ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
！

タ 
ラ 
イ 
岬
―

釜 
の 
浦
海
岸

　

田
牛
海
岸
を
出
発
し
、
岩
を
う

が
っ
た
素
朴
な
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
進
む
と
、
路
傍
に
第
二
次
大
戦

末
期
、
下
田
沖
で
撃
沈
さ
れ
た
自

在
丸
と
い
う
船
の
犠
牲
者
を
弔
っ

た
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。
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お
ん 
ご
く 
じ
ま

　

慰
霊
碑
を
後
に
し
ば
ら
く
進
む

と
、
眼
下
に
三
ヶ
月
大
洞
と
呼
ば

れ
る
半
円
状
の
不
思
議
な
洞
窟
と
、

切
り
立
っ
た
岸
壁
に
緑
の
木
々
を

乗
せ
た
遠
国
島
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

三
ヶ
月
大
洞
に
は
、
今
か
ら
８

０
０
年
も
の
昔
、
一
体
の
仏
像
が

流
れ
着
き
、
村
人
が
洞
窟
の
奥
に

祠
を
建
て
信
仰
し
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
、
こ
の
仏
像
が
現
在

田
牛 
長 
ち
ょ
う 
谷  
寺 
に
安
置
さ
れ
て
い
る

こ
く 
じ

国
指
定
重
要
文
化
財
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
遠
国
島
に
は
、
蛭
ヶ
小
島

に
流
さ
れ
た
源
頼
朝
が
こ
の
地
を

訪
れ
遊
ん
だ
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
ほ
か
、
頂
上
に
は
古
代
人
の

祭
祀
遺
跡
が
あ
り
、
下
田
市
の
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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遊
歩
道
を
進
み
、
地
元
の
方
々

の
手
に
よ
る
椿
園
を
通
過
す
る
と

タ
ラ
イ
岬
は
も
う
す
ぐ
で
す
。
森

を
抜
け
る
と
視
界
が
急
に
開
け
、

雄
大
な
海
原
が
目
に
飛
び
込
ん
で

き
ま
す
。
洋
上
に
は
伊
豆
大
島
や

利
島
、
新
島
、
式
根
島
を
望
む
こ

と
が
で
き
、
天
候
が
良
け
れ
ば
遠

く
三
宅
島
も
見
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

名
勝
タ
ラ
イ
岬
―
釜
の
浦
海
岸

は
、
美
し
い
下
田
の
海
岸
線
を
代

表
す
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
一
度
散
策
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

三ヶ月大洞と遠国島

タライ （盥） 岬

�������

　夏の磯観察会が須崎エビス島にて開催され、市民や
観光客の親子延べ60名が、ゲーム形式で磯の生き物を
探し、カニのオスメスの見分け方やタマキビガイの生
態などを学びました。

磯には不思議がいっぱい������

広報しもだ  ２００７. ９ 月号  －８－

８
月
の
で
き
ご
と

８
月
の
で
き
ご
と

８
月
の
で
き
ご
と

８
月
の
で
き
ご
と

　加増野の報本寺で、市指定民俗無形文化財に指定されてい
る、山随権現祭幡回しがおこなわれました。長さ10メートル
ほどの竹の根元を 8 人で支え、若衆10数人が、泥まみれにな
りながら勢いよく引き回し、竹を倒すことなく廻しきればそ
の年は豊作で厄病は退散すると伝えられています。

　新潟県中越沖地震の被災者のためにと、朝日小学校児童
会、下田青少年合唱団の代表がそれぞれ市役所を訪れ学校で
の呼びかけや、チャリティーコンサートなどで呼びかけて
募った義援金を市長に手渡しました。市にはこれまでに、12
件354, 002円の義援金が寄せられており、日本赤十字社を通
じて被災地に届けられます。

�������������������������	�	�	�	�	�

被災地の人のために役立て

▼朝日小、勝田庸介くんと
沢路佳乃さん（ 5 年生）

▲合唱団リーダーの土屋和大
さん（北高 3 年生）

豊作、 疾病退散を願い����

　中村中央公園において、盆踊り大会と地蔵さん祭り
が開催されました。やぐらを中心に、小さな子どもか
らお年寄りまでみんな輪になって、炭坑節などの曲に
あわせ踊りを楽しみました。

夏の風物詩 「盆踊り」����

　首都圏在住の小学 5 、6 年生12人が「小学生記者・
伊豆取材ツアー」で下田を訪れました。朝日小の児童
と交流、取材を兼ねた体験学習を楽しみました。下田
での体験をまとめた記事は、全国紙の小学生新聞に掲
載されます。

小学生記者が下田を取材�������

    2 日 自然体験活動推進協議会総会
   4 日 静岡県消防操法大会（静岡市）
   5 日 下田市職員採用試験（第一次）
   8 日 臨時市議会
17日 共立湊病院組合議会

21日 県民の日
28日 下田市スポーツ祭総合開会式
30日 下田地区消防組合議会
 伊豆斎場組合議会
31日 交通安全啓もう全国キャラバン隊訪問


